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Potato yellw dwarf virusに感染した

Nicotiana rusticaの電子顕微鏡による観察
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電子顕微鏡による超薄切片像の観察

ま　え　が　き

Potato　yellow　dwarf　virus（PYDV）は，1978年に特

定重要病害虫に指定され，発生地域である北アメリカ産

のSolanum属植物について特定重要病害虫検疫要綱に

もとづく厳重な検査が実施されている。

　一方，大和隔離圃場において，国内に発生したジャガ

イモ病害の病原の検討過程で，比較のため農林大臣の特

別許可を受け（48横植734号），PYDVの2系統（New

York系統およびNew　Jersey系統）を，イリノイ大学の

L．M．Black博士より分譲を受け，数年来試験を実施し

ており，電顕観察を中心にした若干の知見を得たのでこ

こに紹介したい。なお，ここに得られた結果は，New

Jersey系統を用いて得られたものである。

方法と結果
検定植物 Nictiana rustica上での病徴

　PYDVに対し，汁液接種検定法で最も鋭敏な検定植

物は、N. rusticaであり（BLACK，1938），接種後は27℃

以上の高温条件が病徴発現に好適であると報告されてい

る（HOUGAS，1951）。そこで，我国の気候条件下での病

徴の発現状況を観察するため，冬期問（11～3月）は約

20℃に加温した温室内で，周年N. rusticaにPYDV

を接種し観察した。その結果は，夏期7月～9月にかけ

病徴は最も鮮明にかつすみやかに出現した。好適条件下

では，接種後10日前後で黄色の明瞭な直径が約1～2

mmの局部病斑が出現し（第1図），その後2週間～20

日経過して全身症状のvein　clearingがあらわれた（第

2図）。このvein　clearingは，Potato　virus　Y．感染タバ

コに現われるものよりはるかに鮮明で特徴があった。

　＊　現在，北興化学工業（株）

全身感染したN. rustica罹病葉組織細片を，2～4％

グルタールアルデヒドで1時問，その後1％オスミウム

酸で2～3時間二重固定した後，エタノールで脱水し・エ

ポキシ樹脂に包埋した。超薄切片は，Poter－Blum　MT－

2Bウルトラミクロトームを用いて作成し，酢酸ウラ
ニールとクエン酸鉛で二重染色後，目立HU－12型電子

顕微鏡を用いて観察した。

　その結果，特徴のあるBacillifomのウイルス粒子の

集塊が核内に存在するのが観察された　（第3図）。核の

周辺部の観察によると，この集塊は，核の外膜と内膜の

間の核膜内腔に存在した（第4図）。又，小胞体内腔に

もウイルス粒子が存在した　（第5図a，b・c）。時には、

出芽中と思われるウイルス粒子も核周辺部に観察された

（第6図）。粒子の横断面の観察では，粒子は3層の膜に

包まれているのが認められた（第7図）。

　以上の観察結果は，MACLEODら（1966）の観察とよ

く一致した。

考 察

PYDVのN. rustica上の病徴は，非常に特徴的であ

るがジャガイモの他のウイルスと混合感染した場合な

ど，N. rusticaの症状だけで同定することは無理があ

る。罹病葉汁液をリンタングステン酸を用いて陰染色し

て，ウイルス粒子を検出しようとしたが，PYDV粒子

は非常に崩壊しやすい（BRAKKE et al.1951）ためか

検出できなかった。このため，多少時間と労力がかかる

が，罹病組織の超薄切片を作成してウイルス粒子の確認

をするのが確実な検出法であると思われた。PYDV粒

子の形態は特徴的で，核に特異的に出現するため検出は

それほど困難ではないと思われた。
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Explanation of plates 

Fig. I Local lesions of New Jersey strain of potato yellow dwarf virus in a leaf of Nicotialea rustica. 

Fig. 2 Systemic symptoms of New Jersey strain of PYDV in a leaf of N. rustica. 
Fig. 3 Section showing accumulation of New Jersey strain of PYDV particles in nucleus. 
Fig. 4 Section of the peripheral region of an infected nucleus. PYDV particles were found to be 

present in the space between the two lamellae of the nuclear envelope. 

Arrows indicate outer and inner lamella of the nuclear envelope. 

Fig. 5 Sections showing virus particles appeared in the endoplasmic reticulum(ER). Arrows indicate 

virus particles in the ER. 

Fig. 6 Section of the budding virus particle associated with the nucleus. Arrow indicates inner lamella 

of the nuclear envelope continue to viral envelope. 

Fig. 7 Section sho~vving profiles of virus particles in transverse section. 

Bar: 500 nm in Fig. 3 and 4, and 20O nm in Fig. 5, 6, 7. 

Abbreviations 
N: Nucleus, M: Mitochondrion, V: Vacuole. CW: Cell Wall, Cp: Chloroplast 



141 





143 


